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ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ク

ラ

l
ク
卿
手
書
き
文
書
(
一
六
四

O
l
一
六
六
四
)
へ
の
手
引
き
(
翻
訳
)

松

谷

好

明

訳

訳
者
に
よ
る
序

聖
学
院
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
中
で
、
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
に
関
す
る
限
り
最
も
貴
重
な
も
の
は
、
本
紀
要

の
前
号
で
紹
介
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
が
、

そ
れ
に
次
、
ぐ
も
の
が
こ
の

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
l
ク
卿
手

書
き
文
書
」
(
略
称
、
ク
ラ

1
ク
文
書
)

で
あ
る
。

一
七
世
紀
中
葉
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
内
戦
、

「
革
命
」
、
共
和
制
、
王
政
復
古
と
い
う
大

変
動
を
経
て
い
る
と
き
、
議
会
お
よ
び
軍
の
中
枢
に
あ
っ
た
人
々
の
近
く
に
あ
り
、
単
に
秘
書
官
と
し
て
義
務
を
果
た
し
た
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
膨
大
な
文
書
、
手
紙
、
記
録
を
筆
写
、

メ
モ
、
速
記
し
、
後
世
に
残
し
た
人
物
、
そ
れ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

i
ク
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
l
ク
が
残
し
た
手
書
き
文
書
や
書
物
、
文
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
後
述
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、

そ
の
〉
つ

ち
の
手
書
き
文
書
は
、

よ
う
や
く
一
九
世
紀
中
葉
に
な
っ
て
整
理
が
進
み
、
目
録
が
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
書
の
一
部
が
編
集
さ
れ
、

一
八
九
一
年
(
第
一
部
)
と
一
八
九
四
年
(
第
二
部
)
に
わ
ω自
己

g
∞2-oq
か
ら
出

版
さ
れ
た
フ
ァ

l
ス
(
わ
・
国
-
E丘
町
)
編
の
E
d
5
0
R
Z
E宮
2
1
l
r
-
0
2
Z
B
P
.。
B
吾
0
3円
高
ヨ
え
巧
口
E
B
O
R
E
U
3
で
あ
る
。
こ
の

一
九
九
二
年
、
ウ

l
ル
リ
ッ
チ
(
当
。
。
-
q
n
F
)
に
よ
る
新
し
い
序
文
を
付
し
て
同
毛
色
田
町
ぢ
ユ

gご
U
S尋
か
ら
一
巻
本
と
し
て
再

一
九
世
紀
末
に
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
が
、

本
は
、



(
郎
)
口
語
訳
で
は

(m)
口
語
訳
で
は

(
国
)
口
語
訳
で
は

(
凶
)
口
語
訳
で
は

(
四
)
口
語
訳
で
は

(
凶
)
口
語
訳
で
は

(
凶
)
口
語
訳
で
は

(
凶
)
口
語
訳
で
は

(
凶
)
口
語
訳
で
は

(
印
)
口
語
訳
で
は

(
国
)
口
語
訳
で
は

(
凶
)
口
語
訳
で
は

(
問
)
口
語
訳
で
は

(
旧
)
口
語
訳
で
は

(
問
)
口
語
訳
で
は

(
問
)
口
語
訳
で
は

(
出
)
口
語
訳
で
は

(
邸
)
口
語
訳
で
は

(
邸
)
口
語
訳
で
は

(
即
)
口
語
訳
で
は

(
別
)
口
語
訳
で
は

(
問
)
口
語
訳
で
は

(
間
)
口
語
訳
で
は

「
あ
な
た
が
た
、
」
は
欠
落
す
る
。

「
快
く
」
と
な
る
。

「
僕
で
あ
れ
」
と
な
る
。

「
そ
れ
に
相
当
す
る
報
い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
か
ら
受
け
る
で
あ
ろ
う
」

「
そ
し
て
あ
な
た
が
た
」
は
欠
落
す
る
。

「
僕
た
ち
」
と
な
る
。

「
彼
ら
と
あ
な
た
が
た
と
の
主
」
と
な
る
。

「
兄
弟
た
ち
よ
」
は
欠
落
す
る
。

「
神
の
武
具
で
」
と
な
る
。

「
支
配
と
、
権
威
と
、
や
み
の
世
の
主
権
者
」
と
な
る
。

「
天
上
に
い
る
」
と
な
る
。

「
よ
く
抵
抗
し
、
完
全
に
勝
ち
抜
い
て
堅
く
立
ち
う
る
た
め
に
、
神
の
武
具
を
身
に
つ
け
な
さ
い
」

「
正
義
」
と
な
る
。

「
救
」
と
な
る
。

「
絶
え
ず
祈
と
願
い
を
し
、
ど
ん
な
時
で
も
御
霊
に
よ
っ
て
祈
り
、
そ
の
た
め
に
目
を
さ
ま
し
て
う
む
こ
と
が
な
く
」

「
大
胆
に
」
は
「
福
音
の
奥
義
を
」
の
前
に
置
か
れ
る
。

「
こ
の
福
音
の
た
め
の
使
節
で
あ
り
、
そ
し
て
鎖
に
つ
な
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
」
と
な
る
。

「
し
か
し
」
は
欠
落
す
る
。

「
主
に
あ
っ
て
忠
実
に
仕
え
て
い
る
愛
す
る
兄
弟
テ
キ
コ
が
」
と
な
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
と
な
る
。

「
変
わ
ら
な
い
真
実
」
と
な
る
。

「
恵
み
」
と
な
る
。

「
ア
ァ
メ
ン
」
は
欠
落
す
る
。

と
な
る
。

と
な
る
。

と
な
る
。
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版
さ
れ
た
。

か
く
し
て
一
九
世
紀
末
に
刊
行
さ
れ
た
フ
ァ

l
ス
編
の
『
ク
ラ

l
ク
文
書
』

の
中
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
上
有
名
な
、

い
わ
ゆ
る

ニ
!
討
論
」

の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
二

O
世
紀
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
の
残
し
た
手
書
き
文
書
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
専
門
家
に
よ
る
解
読
、
研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
作
業
は
今
日
で
も
な
お
進
行
中
で
あ

り
、
ク
ラ

l
ク
文
書
に
つ
い
て
は
未
開
拓
の
分
野
が
多
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
九
九
年
、
聖
学
院
大
学
出
版
会
か
ら
、
大
津
麦
・
瀧
谷
浩
訳
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
討
論
の
生
誕
|
|
ピ
ュ

1
リ

タ
ン
革
命
に
お
け
る
パ
ト
ニ

1
討
論
』
が
出
版
さ
れ
た
。
訳
者
ら
が
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス

(〉・

ω・司・
4

司
。
。
号
室
お
)

編
の

n

暗
号
同
窓
口
町

B
m
g巳
巴
σ
q
q
|
|
回
。
E
m
p
o
〉
『
自
可
ロ
各
巳
2
(
H
G
h
a匂
)
号
。

E
門

E
o
n
-
R
r
宮町
5
5
q
e
z
豆
任
∞
ロ
宅
F
E
S
s
q

ロ。

g
E
g
g
-
-
(
5
8
N
)
で
あ
る
(
忌
ω
∞H

)

。
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
編
の
こ
の
書
物
の
中
に
、

フ
ァ
!
ス
編
『
ク
ラ

l
ク
文
書
』
か
ら
「
パ
ト
ニ
!

討
論
」

そ
こ
で
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
討
論
』

大
津
麦
氏

の
訳
者
の
一
人
、

が
抜
き
出
さ
れ
、
第
一
部
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。

は
、
訳
者
序
論
と
し
て
、

「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
に
お
け
る
『
パ
ト
ニ

1
討
論
』
|
ー
そ
の
背
景
と
政
治
思
想
的
意
義
」

と
題
す
る
卓
越
し

た
論
文
を
書
き
、

に
つ
い
て
背
景
と
意
義
を
簡
潔
、
的
確
に
描
い

そ
の
中
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
そ
の
人
と
彼
の

「
ク
ラ
!
ク
文
書
」

て
い
る
。

そ
の
序
論
の

1

「
ク
ラ

l
ク
文
書
の
に
つ
い
て
」

の
末
尾
に
、
大
津
麦
氏
は
そ
の
節
の
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

フ
ァ

l
ス
や
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、

四
七
巻
の
う
ち
「
パ
ト

「
ク
ラ
!
ク
文
書
」

ー
討
論
」
を
含
む
一
巻
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

一
九
七
九
年
の
エ
イ
ル
マ
!
の
編
に
な
る

「
ク
ラ

l
ク
文
書
」
全

体
を
覆
い
尽
く
す
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
刊
行
は
、
近
年
に
お
け
る
大
き
な
業
績
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
ま
た
、
継
続
的

に
行
わ
れ
て
き
た
ク
ラ
!
ク
の
速
記
の
解
読
作
業
は

E
・
サ
ム
ズ
に
よ
る
画
期
的
な
仕
事
を
受
け
継
い
だ
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

「
パ
ト

ウィリアム・クラーク卿手書き文書への手引き245 



大
学
ニ
ュ

1
・
カ
レ
ッ
ジ
の

F
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
よ
っ
て
精
力
的
に
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
今
や
、

「
ク
ラ

i
ク
文
書
」

の
全

貌
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
貴
重
な
研
究
成
果
が
従
来
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
史
を
ど
の
よ

246 

う
に
修
正
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
行
方
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
き
守
え
よ
う
。

(
同
書
一
一
頁
)

」
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
」

の

「
ク
ラ
!
ク
文
書
」
こ
そ
、
本
小
論
の
冒
頭
に
紹
介
し
た

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ク
ラ
1
ク
卿
手
書
き
文
書
」

そ
の
も
の
で
あ
る
。

」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
は
、

ハ
1
ヴ
ェ
ス
タ

1
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
ム
出
版
社

(
田
町
凶
同

4
2
Z吋
冨
目
。

5
同。

BHH】
己
記
片
山
片
山
。
ロ
ω
円
片
品
)

か
ら
一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
指
導
に
当
た
っ
た
の
は
、
当
時
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

l

ド
大
学
セ
ン
ト
・
ピ

1
タ
!
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
長
で
、

E
d月
間
口
件
。
号
。
m
D
Z
B一
同

4
5
c
c
o巳
甘
え
山

o
a。
s
gニ定。
'
H
A
w
g
(
H
S
N
)
ョ
の
編
者
と

し
て
も
知
ら
れ
る
エ
イ
ル
マ

1
(の
・
開
・
〉
三
B
q
)
で
あ
っ
た
。

使
用
手
引
き
と
し
て
E

盟
ペ
ヨ
ロ
E
E
C
R
W
O
冨
8
5包
古
宮
尽
き
E
H
G
E
3

と
い
う
四
五
頁
か
ら
な
る
小
冊
子
を
発
行
し
た
。
そ
れ
が
以
下
に

ハ
l
ヴ
ェ
ス
タ
!
社
は
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
刊
行
に
当
た
り
、

そ
の

訳
出
す
る
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
卿
手
書
き
文
書
(
一
六
四

O
ー
一
六
六
四
)
へ
の
手
引
き
』
で
あ
る
。

こ
の
小
冊
子
は
、
著
者
が

B
.
p
.
と
だ
け
あ
っ
て
著
者
不
明
の
序
文
と
、

1
.
編
集
者
G
・
E
・
エ
イ
ル
マ
ー
に
よ
る
序
論
、

II 

エ

ツ
ク
・
サ
ム
ズ
に
よ
る

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
卿
の
速
記
」
と
い
う
小
論
、

E
.
内
容
と
照
合
表
と
か
ら
成
る
が
、

」
こ
で
は

H
を
除

い
て
訳
出
す
る
。
な
お
、

エ
イ
ル
マ
ー
に
よ
る
序
論
に
は
詳
細
な
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
に
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
省
略
す
る
こ
と
と
し
た
。



序

文

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
l
ク
手
書
き
文
書

3
2
0
2一一一冨ヨ
O
E『
5
z
g
c
ω
O三三
ω)
は、

一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
個
人
が

行
っ
た
歴
史
的
一
次
資
料
の
収
集
の
中
で
、
現
存
し
て
い
る
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
書
は
、

一
七
世

紀
中
葉
の
英
国
史
の
主
要
な
分
野
に
つ
い
て
資
料
と
な
る
も
の
を
多
数
集
め
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。

G
・
E
・
エ
イ
ル
マ

l
教
授
(
の
・
開
・
K
P
U
L
B
q
)

E
・
エ
イ
ル
マ
!
教
授
(
前
・
ヨ

1
ク
大
学
歴
史
学
教
授
、
現
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
・
ピ

1
タ
1
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
長
)

ウィリアム・クラーク卿手書き文書への手引き

こ
の
小
冊
子
は
、
《
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ウ

l
ス
タ

1
・
カ
レ
ッ
ジ
所
蔵
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

1
ク
手
書
き
文
書
(
一
六
四

O
ー
一

六
六
四
年
)
》
の
ハ

1
ヴ
ェ
ス
タ

l
・
プ
レ
ス
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
添
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
含
ま
れ
る
の
は
、

[
I
]
G
・

ト
よ
山
ヲ
ハ
出
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

1
ク
卿
と
そ
の
文
書
を
紹
介
す
る
書
き
下
ろ
し
の
長
い
序
文
と
、

[
H
]
卓
越
し
た
暗
号
解
読
者
、

エ
リ
ッ

ク
・
サ
ム
ズ
博
士
(
ロ
戸
尽

-w
∞mHBω)
に
よ
る
、
ク
ラ
!
ク
の

「
秘
密
の
記
述
」
方
法
へ
の
手
引
き
[
本
翻
訳
で
は
省
略
]
、

お
よ
び
、

[E]

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
内
容
を
読
者
に
紹
介
す
る
詳
し
い
手
引
き
、

で
あ
る
。

ク
ラ

l
ク
の
速
記
を
最
近
解
読
し
た
も
の
を
付
し
て
、

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
刊
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
な
内
戦
期
の
こ
の
古
文
書
を
、
学
者
、
研
究
者
が
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

エ
イ
ル
マ

l
教

授
が
指
摘
す
る
通
り
、

「
こ
れ
ら
の
文
書
が
す
で
に
大
い
に
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、

そ
れ
ら
の
歴
史
的
価
値
と
永
遠
的
な
魅
力
を
証
し

247 

す
る
。

し
か
し
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
と
潜
在
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
用
法
が
利
用
さ
れ
尽
く
し
た
と
は
、
到
底
言
い
が
た
い
。
:
:
:
む
し



ろ
、
将
来
の
歴
史
家
た
ち
が
、
彼
ら
の
先
人
た
ち
の
仕
事
を
一
層
良
い
も
の
と
し
、
新
し
い
探
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
全
面
的
に
切
り
開

く
基
礎
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
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本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
は
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ウ

1
ス
タ

1
・
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
文
書
全
部
を
含

む
。
編
集
者
[
エ
イ
ル
マ

i
]
と
発
行
者
[
ス
ピ
ア
ズ
]
は
、
こ
の
版
の
製
作
、

お
よ
び
、

そ
の
準
備
期
間
中
の
ご
援
助
と
ご
好
意
に
つ
き
、

ウ
l
ス
タ

1
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
長
、

フ
エ
ロ

l
、
研
究
者
諸
氏
の
親
切
な
許
可
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本
企
画
が
始
ま
っ
た

当
時
ウ
!
ス
タ

1
・
カ
レ
ッ
ジ
の
副
図
書
館
長
で
あ
ら
れ
た
リ
チ
ャ

l
ド
・
セ
イ
ス
博
士
(
巴
円

-
E岳
山
三

ω
a
B
)
が、

そ
の
完
成
を
待
た

ず
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
編
集
者
と
発
行
者
は
、
現
在
、
同
図
書
館
の
館
長
で
あ
ら
れ
る
レ
ス
リ

1
・
モ
ン
ゴ

メ
リ
1
女
史
[
富
町
ω
『
ω
r
q
ζ
。ロ仲間。日
σ弓
]
に
対
し
、

そ
の
ご
援
助
と
熱
意
す
べ
て
の
ゆ
え
に
、
特
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
現
在
の
編

集
者
が
一
九
六
七
年
、
ウ
!
ス
タ
!
・
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
で
ク
ラ

l
ク
手
書
き
文
書
の
仕
事
に
初
め
て
手
を
つ
け
た
と
き
、
彼
は
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ク
ラ

i
ク
と
そ
の
手
書
き
文
書
に
つ
い
て
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

l
女
史
よ
り
も
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
[
現
時
点
の
]
一
九

七
七
年
に
は
、
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
。

編
集
者
と
出
版
者
は
ま
た
、

エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
手
書
き
文
書
部
長
に
、

4
/
7巻
(
〉
を
・

8
・∞
-
H
H
)

の

複
製
を
、
財
務
府
(
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
)
・
ト
ラ
ス
ト
に
、

4
/
8
巻

(
n
F
2
5
2
冨
ω-aN)
の
複
製
を
、
親
切
に
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
対
し
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

R
.
B
.
[だ
れ
で
あ
る
か
不
明
]



序
回間

G
・
E
・
エ
イ
ル
マ

l
[編
集
責
任
者
]

[
1
]
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

i
ク
小
伝

こ
の
諸
文
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
責
任
の
あ
る
人
は
、
彼
自
身
、
政
治
的
革
命
期
の
特
徴
を
よ
く
現
し
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

1

ク
(
一
六
二
三
頃
ー
一
六
六
六
)

そ
こ
で
育
ち
、
教
育
を
受
け
た

lま

ロ
ン
ド
ン
で
生
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
幼
く
し
て
首
都
に
来
て
、

か
し
た
。
彼
は
、

一
六
四
六
年
、
法
学
院
幹
部
の
一
人
の
引
き
で
、
特
別
扱
い
に
よ
り
イ
ナ
1

・
テ
ン
プ
ル
法
学
院
に
入
学
を
認
め
ら
れ
た

よ
〉
つ
で
、

(
当
時
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
い
て
不
在
だ
っ
た
が
)
弁
護
士
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
経
歴
は
、
弁
護
士
と
し

一
六
五
三
年
、

て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ク
ラ

l
ク
に
特
徴
的
だ
っ
た
、
自
分
を
目
立
た
な
く
す
る
慎
重
さ

l

そ
れ
は
多
分
、
彼
自
身
よ
り
も
も
っ

と
偉
大
で
、
も
っ
と
献
身
的
だ
っ
た
人
々
に
対
し
て
、
彼
を
か
く
も
見
事
な
秘
書
と
し
、

「
や
り
手
」

と
し
た
も
の
の
一
部
だ
っ
た
だ
ろ
う

ー
ー
の
た
め
、
ク
ラ
1
ク
が
二
三
、
四
歳
ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
の
か
、
確
か
な
こ
と
は
何
も
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

彼
が
富
裕
で
余
裕
の
あ
る
背
景
の
出
身
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
う
い
う
家
庭
で
あ
れ
ば
、
学
業
を
終
え
た
息
子
た

ち
の
生
活
の
面
倒
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
多
分
一
六
四
五
年
の
あ
る
と
き
か
ら
、

一
六
四
六
年
の
間
は

間
違
い
な
く
、

そ
し
て
一
六
四
七
年
の
春
に
l
|
-
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
の
重
大
な
時
期
ー
ー
ク
ラ

1
ク
は
軍
の
秘
書
官
の
一
人
だ
っ
た
。

前
の
何
年
間
か
、
議
会
の
事
務
局
で
働
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
自
身
の
文
書
の
中
に
、

一
六
四
O

|
四
一
年
の
庶
民
院
議
事
録
草
稿

の
一
部
や
、

そ
の
他
の
議
会
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
六
四

0
年
代
後
半
に
、
や
は
り
軍
の
秘
書

一
六
四

0
年
代
初
め
の
、

官
の
一
人
で
、

そ
れ
以
前
、
庶
民
院
の
補
助
書
記

(dEq'oqw)
の
一
人
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
ワ

l
ス
が
、
先
輩
の
同
僚
で
あ

そ
の
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る
と
と
も
に
一
種
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
|
|
ク
ラ

1
ク
は
後
に
、
重
要
性
と
政
治
的
責
任
の
点
で
彼
を
追
い
越
す
に
至
る
が
ー
ー
に

は
、
幾
分
証
拠
が
あ
る
。
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一
六
四
七
年
か
ら
一
六
五

O
年
ま
で
、
ク
ラ

1
ク
は
議
会
軍
の
将
官
(
岳
め
の
8
2包
(
)
匝

8
3
)
付
き
秘
書
官
の
一
人
、
特
に
(
多
分
、

彼
の
速
記
の
技
術
の
た
め
で
あ
ろ
う
)
軍
評
議
会
合
Z
旨
・
5可
n
E
R
-
-
)

の
秘
書
だ
っ
た
。
こ
の
評
議
会
は
、

一
六
四
七
年
五
月
ま
で
、

更
に
一
六
四
八
年
一
月
以
降
、
実
際
上
、
士
官
会
議
(
任
。
n
g
R
ロ
ぇ
。
出
8
3
)
だ
っ
た
。
し
か
し
、

一
六
四
七
年
の
後
半
の
七
ヶ
月
か

そ
こ
ら
の
聞
の
特
別
な
期
間
は
、
軍
の
総
評
会
議
(
己
屈
の
g
q
m
-
n
g
R口
)

で
、
そ
れ
に
は
二
名
の
選
出
さ
れ
た
下
士
官
と
、
他
の
二
名

し
て
い
た
。

の
選
出
さ
れ
た
兵
卒
|
|
有
名
な
ア
ジ
テ

1
タ
1

2
住
吉
g
g
)
な
い
し
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
s
m
g
g
)
|
|
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
隊
か
ら
参
加

一
六
四
九
年
、
従
来
、
騎
兵
隊
中
将
で
副
司
令
官
だ
っ
た
オ
リ
ヴ
ァ

l
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
、
大
将
、
総
司
令
官
と
し
て
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
い
っ
た
と
き
、
ク
ラ

l
ク
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
留
ま
り
、
共
和
国
の
総
司
令
官
(
わ
さ
S
E
2
Z
E
の
g
q包
)

で
あ
る
ト
マ

ス
・
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿
(
d
g
s
g
Z
E
E正
良
)
の
第
二
軍
事
秘
書
官
に
事
実
上
な
っ
た
。

フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
自
身
の
政
治
的
な

動
機
は
、
謎
で
あ
る
。

王
政
復
古
後
に
彼
は
、
自
己
の
無
実
を
証
明
す
る
た
め
、

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
や
ア
イ
ア
ト
ン
と
い
っ
た
、
よ
り
有
能
で

よ
り
冷
酷
な
人
々
に
よ
っ
て
操
ら
れ
た
政
治
的
愚
か
者
と
し
て
自
ら
を
描
い
た
。

一
六
四
七
|
四
九
年
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
(
プ
ラ
ス
、
断

続
的
な
病
気
、

お
よ
び
、
幾
分
虚
弱
体
質
の
人
だ
っ
た
と
い
う
事
実
)

は
真
実
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
か
し
、

そ
れ
は
真
実
の
全
体
で
は
な

か
っ
た
。
国
王
殺
し
に
対
す
る
彼
の
不
支
持
は
本
物
で
あ
り
、
ま
た
、
共
和
国
へ
の
忠
誠
の
宣
誓
を
行
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、

メ
ン
バ
ー
と

し
て
選
出
さ
れ
た
、
共
和
国
の
新
し
い
国
務
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
、

を
拒
否
は
し
た
が
、

フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
共

和
制
が
成
立
し
た
最
初
の
一
年
と
三
ヶ
月
の
問
、

そ
れ
に
仕
え
続
け
た
。
共
和
国
政
府
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
先
制
攻
撃
に
つ

い
て
、

一
六
四
八
年
に
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
な
、
王
党
派
|
|
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
に
よ
る
侵
入
の
再
来
の
機
先
を
制
す
る
こ
と
を
決
め
た

と
き
に
な
っ
て
初
め
て
、

フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、

一
六
五

O
年
夏
、
司
令
官
を
辞
任
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
ま
で
に
は
ク
ロ
ム
ウ
エ

ル
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
戻
っ
て
お
り
、

フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
継
い
で
大
将
、
共
和
国
総
司
令
官
の
地
位
に
就
い
た
。

そ
の
と
き
ク
ラ

l
ク



は
、
難
な
く
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
仕
え
る
こ
と
に
転
じ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
ク
ラ

l
ク
が
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
自
身
の
よ
う
に
、
ク
ロ

エ
ン
ゲ

1
ジ
メ
ン
ト

ク
ラ
!
ク
は
、
忠
誠
誓
約
[
ク

ム
ウ
ェ
ル
に
仕
え
る
の
を
止
め
て
い
な
け
れ
ば
|
|
そ
う
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
|
|
、

ロ
ム
ウ
ェ
ル
政
府
へ
の
服
従
誓
約
]
を
受
け
入
れ
た
に
違
い
な
い
。
実
際
、
彼
の
印
刷
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

ク
ラ

l
ク
が
国
王
処
刑

の
際
、
断
頭
台
に
上
が
っ
て
い
て
、
恐
ら
く
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
語
る
こ
と
を
メ
モ
し
て
い
た
証
拠
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

ク
ラ
1
ク

は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
遠
征
軍
に
同
行
し
て
北
上
し
、
ダ
ン
バ
!
の
戦
い
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
占
領
の
場
に
い
た
。

し
か
し
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

が
一
六
五
一
年
夏
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

H
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ー
|
騎
士
党
[
王
党
派
]
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
遠
征
軍
を
追
っ
て
再
び
南
下
し
た
と

き
、
ク
ラ

l
ク
が
後
に
残
さ
れ
た
こ
と
は
、

ク
ラ

1
ク
の
将
来
の
経
歴
と
運
命
に
と
っ
て
決
定
的
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
そ
の
頃
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
指
揮
を
と
っ
て
い
た
代
々
の
上
級
士
官
た
ち
の
秘
書
官
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
ラ

l
ク
は
明
ら
か
に
、

そ
の
前

一
六
五

O
年
秋
、
上
級
士
官
の
一
団
(
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
リ

l
ト
ウ
ッ

ラ

ン

プ

ド、

nF包
g
E
2言
。
。
仏
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ン
ク
、
。

g
a
o
z。
口
付
を
含
む
)
が
、
残
部
議
会
の
軍
委
員
会
委
員
長
に
手
紙
を
書
き
、
そ

年

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
離
れ
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

の
中
で
彼
ら
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
任
に
就
こ
う
と
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
年
下
の
方
の
リ
チ
ャ

l
ド
・
デ
ィ

l
ン

(担。
F
m
q
己ロ
g
Dゆ

)

を
継
い
で
、

ク
ラ

l
ク
が
秘
書
官
と
な
る

[
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
戻
る
]
申
請
を
支
持
し
て
い
た
。
こ
の
職
を
得
る
の
に
失
敗
し
た
た
め
、

ク
ラ

l
ク
の
経
歴
全
体
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
基
礎
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
五
九
|
六

O
年
の
冬
ま
で
、
事
実
上
、

一
六
五
一
年
八
月
|
九
月
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
残
さ
れ
て
い
た
臨
時
代
理
の
最
高
司
令
官
は
、
職
業
軍
人
で
元
・
王
党
派
の
ジ
ョ
!

ジ
・
マ
ン
ク
、
当
時
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
軍
需
中
将
(
砲
兵
隊
)
、

だ
っ
た
。
九
月
三
日
ウ

1
ス
タ

1
に
お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
た

王
党
軍
が
敗
北
し
て
間
も
な
く
、
少
将
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
バ
!
ト

(』。
F
D
C
B
σ
2円
)
と
、
年
上
の
方
の
少
将
リ
チ
ャ

1
ド
・
デ
ィ

1
ン

(目。
Fmw
『門田口

g
S
F
o
巳
門
目
。
吋
)
が
マ
ン
ク
に
合
流
し
た
。
ラ
ン
パ

1
ト
は
、

そ
の
秋
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
死
ん
だ
へ
ン
リ

1
・
ア
イ
ア
ト
ン

(国

g弓
町
立
。
ロ
)
を
別
に
す
れ
ば
、
議
会
|
|
共
和
国
側
の
司
令
官
た
ち
の
中
で
最
も
知
的
に
優
れ
た
人
物
で
あ
り
、
デ
ィ

1
ン
は
す
で
に

あ
る
時
期
、
提
督
す
な
わ
ち
海
軍
司
令
官
と
し
て
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
強
力
な
軍
の
三
人
体
制
(
全
員
明
ら
か
に
少
将
と
し
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て
平
等
の
地
位
に
あ
っ
た
)
は
、
た
ち
ま
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
征
服
を
完
了
し
た
。
八
年
後
の
状
況
と
は
異
な
り
、

あ
つ
れ
き

l
ト
と
マ
ン
ク
の
聞
に
乳
繰
や
対
抗
の
痕
跡
は
な
い
。
そ
れ
で
も
マ
ン
ク
は
、

」
の
時
に
は
、
ラ
ン
パ

一
六
五
二
年
の
初
め
、
無
期
限
の
病
気
休
暇
に
入
っ
た
。
こ

252 

れ
は
、
本
当
に
具
合
が
悪
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
唯
一
の
最
高
指
揮
権
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
の
、

一
種
の
心
身
症
に
よ

る
も
の
か
、
疑
問
が
持
た
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
実
際
、

そ
の
後
間
も
な
く
、
ラ
ン
パ

1
ト
は
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
に
呼
び
戻
さ
れ
た
。
狙
い

は
、
ラ
ン
パ

l
ト
が
ア
イ
ア
ト
ン
の
後
を
継
い
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
最
高
司
令
官
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
副
総
督
(
円
。
三
口

3
c
q
)
で
は

よ
、

A

っ
こ
ま

o

f
カ
竺

7
カ

そ
の
地
位
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
三
年
間
総
督

(
U
E
口。件。

5
5同
)
を
勤
め
終
え
た
と
き
、
同
時
に
廃
止
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
残
部
議
会
の
文
民
政
治
家
た
ち
に
よ
る
、

こ
の
一
文
惜
し
み
の

(唱。ロロ山下白急
ω
め
)
反
軍
的
動
き
は
、
彼
ら
ー
ー
な
ら
び
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
共
和
国
ー
ー
に
、

い
た
く
代
価
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
デ
ィ

1
ン
は
当
時
、

一
六
五
二
年
三
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
唯
一
の
最
高
司
令
官
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

一
六
五
三
年
三
月
、
今
度
は
デ
ィ
!
ン
が
呼
び
戻
さ
れ
た
。
連
合
州

(
昨
日

5
C
E
g円

四

H42Z2ω)、
す
な
わ
ち
、

オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
者
仲
間
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
国
が
行
う
海
戦
[
第
一

次
英
蘭
戦
争
]

に
お
い
て
、
再
び
海
軍
の
指
揮
を
執
る
た
め
で
あ
る
。
同
じ
理
由
で
、

マ
ン
ク
も
間
も
な
く
病
気
休
暇
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
、

海
上
の
任
務
に
就
か
さ
れ
た
、

か
、
あ
る
い
は
、

そ
う
す
る
よ
う
に
誘
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
二
人
[
デ
ィ

l
ン
と
マ
ン
ク
]

は
、
英
蘭
両
国
抗

争
の
後
期
の
段
階
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
勝
利
に
対
し
、
少
な
く
と
も
ロ
パ

l
ト
・
ブ
レ
イ
ク
[
問
。

Z
1
巴
件
。

5
8
'忌
勾
ク
ロ
ム

ウ
ェ
ル
の
下
で
王
党
派
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ス
ペ
イ
ン
と
闘
っ
た
提
督
]
と
同
じ
く
ら
い
称
賛
に
値
す
る
。
そ
の
と
き
ま
で
に
デ
ィ
1
ン
は
、

人
の
英
雄
が
戦
闘
で
死
ぬ
の
に
遭
遇
し
て
い
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
彼
の
後
継
者
、
従
っ
て
ク
ラ
!
ク
の
次
の
主
人
、

は
、
そ
の

地
に
駐
留
し
て
い
た
先
任
の
大
佐
だ
っ
た
。
彼
は
、
臨
時
代
理
の
最
高
司
令
官
の
地
位
を
享
受
し
て
い
た
だ
け
で
、
将
官
に
昇
進
は
さ
せ
ら

れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
文
民
の
け
ち
の
例
で
、
ま
た
ま
た
不
幸
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
新
し
い
司
令
官
は
ロ
パ
!
ト
・
リ
ル
バ

1
ル

(問。
σ
0
2
ロF
Z
H
J
口。)

で
、
彼
は
、

か
の
有
名
な
平
等
派
の
指
導
者
「
自
由
民
に
生
ま
れ
た
ジ
ョ
ン
」
(
司

2
g
s
τ
『
ロ
)

の
兄
だ
っ
た
。
彼

の
家
族
は
、
ダ
ラ
ム
州
の
小
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
に
属
し
、
母
方
で
宮
廷
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

(
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
)
。

一
六
四
九
年
秋
ロ



パ
ー
ト
は
、
弟
ジ
ョ
ン
を
反
逆
罪
の
裁
判
か
ら
免
れ
さ
せ
る
作
戦
の
一
部
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
に
彼
の
部
下
の
う
ち
最
も
強
い
者
ら
を
付
け
て

ア
メ
リ
カ
に
移
住
さ
せ
る
手
は
ず
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

[
ロ
パ

l
ト
・
]
リ
ル
パ

1
ン
は

勤
勉
で
誠
実
な
士
官
だ
っ
た
が
、
正
式
の
権
威
[
将
官
の
地
位
]
を
欠
い
て
い
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
、

そ
の
権
威
を
う
ま
く
扱
う
戦
術
的

理
解
力
を
欠
い
て
い
た
た
め
か
で
、

一
六
五
三
年
末
か
ら
一
六
五

ハ
イ
ラ
ン
ド
に
基
地
を
置
く
親
王
党
派
・
反
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
反
乱
が
、

四
年
初
め
に
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
六
五
三
年
四
月
庶
民
院
残
部
議
会
の
支
配
が
終
わ
っ
て

そ
の
間
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

い
た
。
後
を
継
い
だ
の
は
、

ほ
と
ん
ど
軍
人
か
ら
な
る
国
務
会
議

ま
ず
、
円
。
え
の
O
D
q
m
w
-
と
し
て
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
で
、
彼
は
新
し
い
、

(
昨
日
耳
打
。
ロ
ロ
色
。
同

ω
E
Z
)
を
率
い
て
い
た
。
次
に
七
月
か
ら
は
、
指
名
議
会
、
な
い
し
、

H

べ
ア
ボ

1
ン
ズ
H

議
会
、

一
二
月
か
ら
は
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
で
あ
る
。
護
国
卿
制
の
主
要
な
設
計
者
は
ラ
ン
パ

l
ト
だ
っ
た
。
海
戦
終
結
後
、
再
び
半
ば
引
退
し
て
い
た
マ
ン
ク

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
指
揮
を
再
開
さ
せ
た
の
は
、
護
国
卿
と
し
て
の
オ
リ
バ

1
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
だ
っ

た
。
不
幸
な
前
任
者
と
は
全
く
対
照
的
に
マ
ン
ク
は
、
単
に
総
司
令
官
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
護
国
卿
自
身
を
除
け
ば
ブ
リ
テ
ン
島
興
で

を
よ
う
や
く
説
得
し
て
、

た
だ
一
人
の
、
正
規
の
最
高
司
令
官
(
わ
さ
E
E
'

。g
q包
)
と
し
て
ー
ー
か
く
し
て
、

フ
リ

1
ト
ウ
ッ
ド
や
ラ
ン
パ

l
ト
ら
の
同
時
代
人
の

頭
を
飛
び
越
し
て
、
|
|
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

1
ク
が
秘
書
官
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
限
り
、
彼
は
マ
ン
ク
に
仕
え
て
働
い
た
。
従
っ
て
、

ク
ラ

1
ク
の
経
歴
の
中
で

最
長
の
勤
務
は
、

一
六
五
四
年
春
か
ら
一
六
五
九
|
六

O
年
冬
ま
で
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
マ
ン
ク
の
下
に
い
た
と
き
で
あ
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
手
書
き
文
章
の
大
半
は
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

マ
ン
ク
の
最
初
の
仕
事
は
、

ハ
イ
ラ
ン
ド
遠
征
を
成
功
さ
せ
、
ミ
ド
ル
ト

ン
i

グ
レ
ン
ケ
ル
ン
蜂
起
(
昨
日
月
冨
広
告

2
8
'
e
g
g
-
B
E包
口
問
)
を
う
ま
く
終
わ
ら
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

一
六
五
五
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は
新
し
い
文
民
政
府
の
下
に
置
か
れ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
世
論
の
少
な
く
と
も
一
部
を
な
だ
め
る
試
み
の
一
部
と
し
て
国
務
会
議
議
長

(
p
g
E
g門
)
に
ブ
ロ
グ
ヒ
ル
卿
ロ
バ

1
ト
・
ボ
イ
ル

(問。
σ⑦
耳
目
。
1
p
円
。
三
回

gmE-])
が
就
い
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、

一
年
余
の

間
マ
ン
ク
は
、
も
ち
ろ
ん
国
務
会
議
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
考
え
ら
れ
る
限
り
こ
の
上
な
く
友
好
的
に
、
プ
ロ
グ
ヒ
ル
と
権
力
を
共
有
し
た
。

ウィリアム・クラーク卿手書き文書への手引き253 



そ
の
後
一
六
五
六
年
ブ
ロ
グ
ヒ
ル
は
、
護
国
卿
第
二
議
会
の
議
席
に
就
く
た
め
、

を
辞
任
し
な
か
っ
た
が
、
再
び
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
マ
ン
ク
が
も
う
一
度
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
離
れ
た
。
彼
は
、
国
務
会
議
の
議
長

デ
フ
ァ
ク
ト

(
事
実
上
の
)
軍
事
的
支
配

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

254 

者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
世
の
統
治
に
お
け
る
最
重
要
人
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
の
統
治
者
ー
ー
一
種
の
未
公
認
の
大
守
ー
ー
と

し
て
、

マ
ン
ク
の
第
一
の
関
心
は
常
に
安
全
保
障
だ
っ
た
が
、

そ
れ
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
護
国
卿
体
制
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
最
高
司
令
官
[
マ
ン
ク
]
や
彼
の
秘
書
官
[
ク
ラ

l
ク
]
が
ス
コ
ツ

支
配
を
、

ト
ラ
ン
ド
国
民
l
l
彼
ら
の
中
で
自
発
的
な
、
ま
し
て
熱
心
な
協
力
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
ー
ー
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
は
、
推
測
の

域
を
出
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
現
状

(ωSEω
門
官
。
)
の
下
で
お
と
な
し
く
し
て
い
る
こ
と
へ
の
称
賛
が
、
わ
れ
わ
れ
が
見
い
だ
せ

る
親
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
感
情
に
最
も
近
い
も
の
、
だ
ろ
う
。

一
六
五
九
年
の
政
治
的
混
迷
が
、

マ
ン
ク
、

ひ
い
て
は
ク
ラ
1
ク
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
出
来
事
の
渦
中
に
引
き
戻
し
た
。
、

一
部
の
歴

史
家
た
ち
は
、
早
く
も
一
六
五
九
年
夏
に
は
マ
ン
ク
が
隠
れ
王
党
派
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
何
と
か
証
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
実
際
に

は
彼
は
、
リ
チ
ャ

1
ド
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
体
制
の
崩
壊
と
、
共
和
制
に
よ
る
そ
の
代
替
|
|
再
び
長
期
議
会
(
も
と
も
と
は
一
六

四
O
年
一
一
月
に
選
出
さ
れ
た
)

の
残
部
議
会
の
下
で
の
ー
ー
と
を
受
け
入
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
が
五
ヶ
月
前
に
回
復
し
て
い
た
ま
さ

に
そ
の
議
会
を
、

一
六
五
九
年
一

O
月
に
二
度
目
に
解
散
さ
せ
た
後
に
初
め
て
、

マ
ン
ク
は
、
合
法
的
な
文
民
統
治
を
回
復
す
る
た
め
に
、

自
分
の
軍
を
南
下
さ
せ
、
介
入
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
展
開
が
マ
ン
ク
を
、

か
つ
て
の
同
僚
ラ
ン
バ

1
ト
と
の
対
崎
に
導

い
た
の
で
あ
る
。
ラ
ン
バ

1
ト
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
軍
の
南
進
を
阻
止
す
べ
く
、
大
軍
を
率
い
て
北
上
し
た
。

し
か
し
、
ク
ラ

1
ク
は
、

再
び
戦
闘
の
場
に
い
あ
わ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ラ
ン
パ

l
ト
軍
が
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

フ
ェ
ア
フ
ア
ツ
ク

ス
が
引
退
生
活
か
ら
復
帰
し
、

ロ
バ

l
ト
・
リ
ル
パ

l
ン
お
よ
び
ロ
バ

1
ト
・
オ

l
ヴ
ァ
1
ト
ン
に
対
決
し
て
、

ヨ
ー
ク
シ
ャ

1
を
マ
ン
ク

に
取
り
も
戻
す
手
助
け
を
し
た
。

ロ
パ

1
ト
・
リ
ル
パ

i
ン
は
こ
の
と
き
、

一
六
五
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
て
以
来
ず
っ

と
維
持
し
て
き
た
ヨ

l
ク
で
の
任
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
。

ロ
バ

l
ト
・
オ

l
ヴ
ァ

1
ト
ン
の
方
は
、
東
ヨ

1
ク
シ



ャ
1
出
身
の
共
和
主
義
者
で
、

一
度
は
マ
ン
ク
に
よ
り
反
ク
ロ
今
エ
ル
の
陰
謀
家
と
し
て
糾
弾
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
軍
か
ら
罷
免
さ
れ
て

し当

た

(
一
六
五
五
|
九
年
)
が
、
共
和
国
が
一
六
五
九
年
夏
リ
チ
ャ
!
ド
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
体
制
を
再
び
継
い
だ
と
き
、

ハ
ル
の

司
令
官
(
。
。
話
口
。
吋
)
と
し
て
の
任
務
に
復
帰
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
知
る
か
ぎ
り
、
ク
ラ

i
ク
は
一
六
六

O
年
二
月
の
問
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
南
進
す
る
マ
ン
ク
に
同
行
し
、

マ
ン
ク
が
ロ
ン
ド
ン
に
入
り
、
も
う
一
度
回
復
さ
れ
た
残
部
議
会
(
一
二
月
末
か
ら
は
再

度
名
目
上
の
政
府
と
な
っ
た
が
)
と
交
渉
を
開
始
し
た
と
き
、
彼
に
随
行
し
て
い
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
さ
え
、

マ
ン
ク
や
ク
ラ

1
ク

が
、
国
王
の
帰
還
に
向
け
て
積
極
的
に
動
く
と
い
う
意
味
で
王
党
派
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
よ
り
あ
り
そ
う
な
の
は
、
彼
ら
は

事
態
の
推
移
と
共
に
動
い
た
こ
と
で
あ
る
。
王
政
復
古
へ
の
直
接
の
前
ぶ
れ
は
、
残
部
議
会
に
対
す
る
マ
ン
ク
の
憤
激
と
、

一
一
年
以
上
も

前
の
プ
ラ
イ
ド
粛
清
以
来
庶
民
院
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
議
員
た
ち
の
中
で
、
召
集
で
き
る
生
存
者
全
員
の
再
登
院
を
残
部
議
会
に
認
め
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
彼
の
決
断
だ
っ
た
。

マ
ン
ク
は
今
や
総
司
令
官
、
兼
、
三
国
に
お
け
る
軍
の
唯
一
の
最
高
司
令
官
と
な
り
、

ア
イ
ル
ラ
ン

ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
部
隊
も
彼
の
指
揮
下
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

か
く
し
て
ク
ラ
!
ク
は
、
今
や
、

そ
う
し
た
立
場
に
あ
る
マ
ン
ク
の

主
席
秘
書
官
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

王
政
復
古
に
つ
い
て
の
彼
自
身
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
ク
ラ
1
ク
は
、

そ
の
主
人
同
様
、
国
王
帰
還
後
、
手

厚
く
報
い
ら
れ
た
。
彼
は
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
軍
務
秘
書
官

(
ω
2
5
E弓
E

竿
巧
mq)
の
ポ
ス
ト
に
就
い
た
。
こ
の
ポ
ス
ト
は
、

一
九
世

紀
に
戦
争
遂
行
政
府
秘
書
職
と
な
る
ま
で
存
続
し
た
も
の
で
、
二
人
の
国
務
大
臣
の
ポ
ス
ト
よ
り
は
明
ら
か
に
劣
る
が
、

し
か
し
、
統
括
す

べ
き
軍
が
あ
る
場
合
に
は
、
軍
政
上
重
要
で
あ
っ
た
。
ク
ラ

1
ク
は
、
死
ぬ
ま
で
こ
の
職
を
保
持
し
た
。

か
つ
て
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
軍
や
王

党
軍
で
あ
っ
た
連
隊
が
二
つ
を
除
き
す
べ
て
、

一
六
六

O
!六
一
年
の
間
に
給
与
を
支
払
わ
れ
て
解
体
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
職
は
、

，E

ゃ，-↓

ふ
J
争
J
一

六
八

0
年
代
と
、
特
に
一
六
九

0
年
代
の
《
ウ
ィ
リ
ア
ム
戦
争
》
の
期
間
だ
け
、

か
な
り
重
要
な
も
の
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
皮
肉
な
こ

と
に
、
ク
ラ

1
ク
の
早
す
ぎ
る
死
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

マ
ン
ク
へ
の
彼
の
傾
倒
と
と
も
に
、

ま
さ
に
こ
の
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
彼
の
王

党
主
義

(
5
3
-
2
B
)
だ
っ
た
。

一
六
六
一
年
の
戴
冠
記
念
叙
勲
で
ナ
イ
ト
爵
に
叙
さ
れ
た
。

ク
ラ

l
ク
は
、

マ
ン
ク
自
身
の
公
爵
位
、
ガ
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ー
タ

l
勲
位
、
幾
つ
も
の
政
府
要
職
、
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
の
金
と
土
地
の
贈
与
と
比
べ
れ
ば
、

そ
の
と
き
ま
で
に
ク
ラ

1
ク
が
な
っ
て
い

た
、
緊
要
な
《
官
房
長
》

(
岳
民
色
。

g
t
E
2
)
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
は
過
剰
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

256 

第
二
次
英
蘭
戦
争
(
一
六
六
四
|
七
)

は
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
侵
略
の
明
瞭
な
結
果
だ
っ
た
。

マ
ン
ク
自
身
は
、
大
抵
の
優
れ
た
職
業
軍
人

同
様
、
決
し
て
戦
争
屋
で
は
な
か
っ
た
が
、

い
っ
た
ん
戦
争
と
な
る
と
、
海
軍
司
令
官
と
し
て
の
彼
の
信
望
と
経
験
が
、
直
ち
に
、
再
び
求

め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
ク
ラ

l
ク
は
、

一
六
六
六
年
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
会
戦
の
一
つ
の
問
、
旗
艦
の
甲
板
で
提
督
の
側
に
い
た
と
き
、

オ
ラ
ン

ダ
側
の
砲
撃
で
片
足
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
彼
は
数
日
間
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
あ
と
亡
く
な
り
、

ハ
リ
ッ
チ
教
会
(
出
ω
H
4
W
E

。
甘
口
R
F
)

に
埋
葬
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
彼
の
墓
碑
名
が
今
で
も
見
て
取
れ
る
。
享
年
わ
ず
か
四
三
歳
だ
っ
た
。
記
録
上
で
は
、

一
六
四

八
年
の
遅
い
時
期
に
結
婚
し

(
妻
ド
ロ
シ
!
、
彼
女
の
旧
姓
は
ヒ
リ
ア

l
ド
)
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
彼
よ
り
長
生
き
し
た
子
供
は

一
六
六
一
年
ま
で
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
子
は
、
回
復
さ
れ
た
王
政
と
ク
ラ

l
ク
の
新
し
い
責
任
の
輝
き
の
中
で
宿
さ
れ
た
、
と
言
え
る
。

実
の
と
こ
ろ
彼
の
妻
は
、

一
六
五

0
年
代
の
間
ず
っ
と
、
南
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
六
四
八
年
の

「
親
愛
な
る
ピ
リ

l
」

と
し
て
で
あ
れ
、

一
六
六

0
年
代
の

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
卿
」
と
し
て
で
あ
れ
、
後
世
に
と
っ
て
の
ク
ラ
1
ク
の
真
の
重
要
性
は
、
当
時
の
数
々

の
大
き
な
出
来
事
に
参
与
し
て
い
た
人
と
し
て
で
は
な
く
、
記
録
者
・
収
集
者
と
し
て
で
あ
っ
た
。

[
2
]
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ
l
ク
小
伝

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
の
息
子
で
相
続
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
(
一
六
六
一
ー
一
七
三
六
)
は
、

そ
う
な
る
の
を
人
は
予
想
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
父
と
比
べ
て
も
っ
と
あ
り
き
た
り
の
人
で
、

そ
の
上
、

そ
の
経
歴
も
文
書
で
は
る
か
に
よ
く
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
更

に
、
父
と
は
異
な
り
、
老
年
に
な
っ
て
自
伝
を
書
き
、

そ
れ
が
彼
の
他
の
書
き
物
と
共
に
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
た
め
、
彼
本
人
と
そ
の
生

涯
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
知
識
を
増
や
し
て
く
れ
る
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
プ
レ
ズ
ノ

l
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
教
育
を
受
け
、

そ
の
後
、



オ
ー
ル
ソ

i
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
エ
ロ
!
と
な
っ
た
。
彼
は
そ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
非
常
に
愛
着
を
感
じ
、

生
涯
そ
こ
と
つ
な
が
り
を
も
っ

た
。
未
亡
人
と
な
っ
た
あ
と
ジ
ョ
ー
ジ
の
母
は
、
賢
明
に
も
、

マ
ン
ク
の
義
理
の
兄
弟
で
あ
る
ト
マ
ス
・
ク
ラ

1
グ
ス
博
士
(
巴
「

-
d
g
B
g

わ

-ω
円旧宮
ω)

の
良
き
助
言
を
得
て
、
再
婚
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
少
年
の
義
父
と
な
っ
た
の
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
の
か
つ
て
の
同
僚
で
、

か
つ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
軍
の
医
長
を
務
め
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
パ
ロ

l
博
士
(
巴
円
・
∞
ω自
己
巳
回
ω号
。
巧
)

で
、
再
婚
の
時
に
は
国
王
チ
ャ

ー
ル
ズ

H
の
宮
廷
医
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
。

パ
ロ
ー
は
ま
た
、
軍
の
法
務
官
(
軍
事
裁
判
所
と
軍
規
律
を
全
般
的
に
担
当
す
る
)

の
ポ
ス

ト
も
持
っ
て
い
た
。

そ
の
職
務
は
一
六
八
一
年
彼
の
継
子
[
ジ
ョ
ー
ジ
]
が
後
を
継
い
だ
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

l
ク
は
、

一
六
八
五
年
の
ジ

ェ
1
ム
ズ

H
の
超
「
宮
廷
派
」
(
巳
可
m
w
a
g
Eぺ
)
ト

1
リ
1
議
会
に
、
初
め
て
議
員
と
し
て
座
っ
た
。

し
か
し
、
他
の
忠
実
な
反
ホ
イ
ッ
グ

の
人
々
同
様
、
こ
れ
は
彼
が
一
六
八
八
年
に
国
王
を
見
離
し
、

一
六
八
九
年
新
し
い
君
主
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
皿
と
メ
ア
リ

l
H
へ
の
奉
仕

に
加
わ
る
こ
と
を
妨
げ
な
か
っ
た
。
彼
は
二
人
を
《
事
実
上
》
(
号
片
山
己
。
)
だ
け
で
な
く
《
法
的
に
》
(
含
}
Z
B
)

国
王
と
女
王
と
認
め
て
、

臣
従
契
約
を
な
し
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
単
に
職
に
留
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
昇
進
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
六
八
九
年
ウ
ィ
リ

ア
ム
阻
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
遠
征
に
際
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ
!
ク
は
、
軍
務
秘
書
官
と
い
う
父
が
昔
持
っ
て
い
た
職
を
継
い
だ
。
し
か
し
、

こ
れ
が
完
全
な
、
恒
久
的
授
与
な
の
か
、

そ
れ
と
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
作
戦
の
期
間
の
た
め
だ
け
な
の
か
、

は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
実
は
、
ク
ラ

1
ク
の
は
ラ
イ
バ
ル
が
い
た
が
、

そ
の
人
は
ク
ラ

1
ク
よ
り
も
は
る
か
に
真
剣
か
つ
や
る
気
の
あ
る
職
業
行
政
官
で
、
ウ

イ
リ
ア
ム
・
プ
ラ
ス
ウ
ェ
イ
ト
(
巧
巳
E
B
∞E
F巧
mq丹

)

パ
ー
ス
の
真
北
の
デ
ィ
ラ
ム
・
パ

1
ク

(U1FmwB

E
一
『
付
)
を
建
設
し
た
人
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
帝
国
行
政
史
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
そ

テ

ニ

ュ

ア

し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

i
ク
の
職
保
有
は
、

と
い
っ
た
。
彼
は
後
に
、

一
六
九

O
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
帰
還
で
事
実
上
終
わ
っ
た
。
彼
は
一
七

O
五
年
ま
で
、

そ
の
職
を
辞
任
、
あ
る
い
は
そ
の
職
を
持
っ
て
い
る
と
の
主
張
の
放
棄
、
を
し
な
か
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
。
女
王
ア
ン
の
新
し
い
治
世
に

な
る
と
、
彼
は
初
め
は
女
王
の
配
偶
者
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
ョ
ー
ジ
、

の
愛
顧
を
得
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
ョ
ー
ジ
が
海
軍
総
司
令
官
に
な
る

と
、
そ
の
提
督
秘
書
官
と
な
っ
た
。

一
六
七

O
年
、
八

0
年
代
に
、

そ
の
職
は
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
!
プ
ス

(
ω
ω
5
5
-
一句。ヨ
ω)
が
保
有
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し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

1
ク
は
、
庶
民
院
に
お
い
て
、
彼
の
パ
ト
ロ
ン
で
主
人
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
の
望
む
通

り
に
投
票
す
る
の
を
拒
ん
だ
た
め
、
愛
顧
と
職
の
両
方
を
失
っ
た
。
ク
ラ

l
ク
は
、

一
七

O
五
年
か
ら
ト

1
リ
1
党
が
権
力
の
座
に
戻
っ
た
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一
七
一

O
年
1

1

こ
の
と
き
ま
で
に
、
女
王
の
夫
君
ジ
ョ
ー
ジ
は
死
去
ー
ー
ま
で
、

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
引
退
し
て
い
た
。

一
七
一

O
年
ク

ラ
l
ク
は
、
海
軍
弁
務
官

(zan。
S
E
a
-。
宮
門
)
と
な
り
、

そ
の
ポ
ス
ト
を
、

ハ
ノ

l
ヴ
ァ

l
朝
と
な
り
、

一
七
一
四
年
の
選
挙
で
ホ

ウ
ィ
ッ
グ
が
勝
利
す
る
ま
で
保
持
し
た
。

そ
の
後
は
、
大
学
を
代
表
す
る
国
会
議
員
に
繰
り
返
し
再
選
さ
れ
た
が
、
学
究
的
な
引
退
生
活
を

送
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

l
ク
は
独
身
で
、
直
接
の
相
続
人
は
な
か
っ
た
。
彼
は
比
較
的
裕
福
に
な
っ
て
お
り
、
彼
の
愛
す
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

l

ド
に
自
分
の
し
る
し
を
残
そ
う
と
し
た
。
生
前
に
も
、

ま
た
、
死
後
も
遺
言
に
よ
る
寄
贈
で
、
彼
は
気
前
の
よ
い
、

そ
し
て
偉
大
な
恩
人
だ

っ
た
。
大
学
自
体
と
オ

1
ル
ソ

l
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
、

ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ほ
か
、
ク
ラ

l
ク
は
、
ウ

l
ス
タ

l
・
カ
レ
ッ
ジ
に
特

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

そ
こ
は
、
最
近
ま
で
は
グ
ロ
1

ス
タ

l
・
ホ

l
ル
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
た
め
完
全
な
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
の
地

位
を
得
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
事
実
の
た
め
に
彼
は
、
完
全
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
カ
レ
ッ
ジ
が
そ
う
で
き
た
で
あ
ろ
う
よ
り
も
更
に
多

く
、
彼
の
関
心
を
も
っ
ぱ
ら
建
築
に
向
け
る
機
会
を
与
え
た
。
彼
は
ま
た
、
イ
ニ
ゴ
・
ジ
ョ

1
ン
ズ
(
円
巳
向
。

τロ
2
)
の
建
築
画
と
多
く
の

蔵
書
も
取
得
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

1
ク
の
本
と
文
書
は
、
明
ら
か
に
そ
こ
で
の
彼
の
晩
年
を
暗
く
し
た
、

い
わ
ゆ
る
〈
内
輪
も
め
〉

が
も
し
な
け
れ
ば
、

イ
ニ
ゴ
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
も
の
と
同
様
、

オ
ー
ル
ソ

1
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
行
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
の
内
輪
も
め
の
た
め
、

そ
れ
ら
は
代
わ
り
に
、
ウ

l
ス
タ

l
・
カ
レ
ッ
ジ
に
遺
贈
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
保
有
し
て
い
た
も
の

の
内
わ
ず
か
の
も
の
は
除
い
て
で
あ
る
。
そ
の
わ
ず
か
の
も
の
は
、
今
な
お
完
全
に
は
明
瞭
で
な
い
幾
つ
か
の
理
由
で
、
彼
の
遺
言
執
行
人

で
あ
る
シ
ッ
ペ
ン
博
士
(
ロ
円
・

ω
E
3
8
)
を
通
し
て
、

リ
ト
ル
コ

1
ト
の
ポ
ッ
パ
ム
家
(
任
。
句
。
司
『
何
回
目
ω
え
ピ
丘

2
。宮、

そ
の
先
祖
の
一
人

は

一
六
四
九
年
ブ
レ
イ
ク
、
デ
ィ

l
ン
と
並
ぶ
第
三
の

「
海
軍
提
督
」
だ
っ
た
)

の
手
に
渡
り
、

そ
こ
か
ら
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
今

世
紀
に
入
っ
て
主
要
な
ウ

l
ス
タ
1
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
回
復
さ
れ
、
本
版
に
お
い
て
再
製
さ
れ
て
い
る
。
大
抵
の
近
代
の
大
学
卒



業
生
と
異
な
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

l
ク
が
大
き
な
寄
付
を
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
唯
一
の
学
校
は
、
彼
自
身
が
学
部
で
学
ん
だ

ブ
レ
ズ
ノ

1
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
が
彼
の
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
れ
ほ
ど
、
評
価
し
て
い
た
か
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
。

ー
ー
た
だ
、
子
孫
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
保
存
し
、
彼
自
身
、
本
や
手
書
き
写
本
を
幾
ら
か
追
加
す
る
ぐ
ら
い
は
し
た
が
。
例
え
ば
、

ほ
と
ん

ど
の
現
代
の
読
者
に
と
っ
て
、
最
も
注
目
に
値
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
〈
パ
ト
ニ

1
〉
と
〈
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ

1
ル
討
論
〉
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る

2
/
7
巻
(
ウ

1
ス
タ

l
手
書
き
文
書

Z
。
・
阿
〈
)
を
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ

1
ク
が
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、

わ
れ
わ
れ
に
は

知
る
由
も
な
い
。

[3]
ク
ラ
l
ク
手
書
き
文
書

ク
ラ
1
ク
手
書
き
文
書
に
つ
い
て
記
述
し
、

そ
れ
を
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
秘
書
官
、
記
録
保
存
者
、
収
集
家
と
し
て
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ク
ラ

l
ク
を
査
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
書
類
は
、
元
々
の
メ
モ
や
草
稿
、
同
時
代
の
書
き
直
し
下
書
き
と
清
書
し
た
も
の
、
後
の

時
期
の
写
し
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、
軍
に
お
け
る
討
論
を
一
六
六
二
年
に
筆
写
し
た
も
の

(
2
/
7
巻
、
手

書
き
文
書
民
〈
)
は
入
る
。
し
か
し
、
大
主
教
ロ
!
ド
の
裁
判

(
4
/
9
巻
、
手
書
き
文
書
見
出
)
|
!
後
の
一
人
の
伝
記
作
家
に
よ
り
一

度
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
ー
ー
は
、
何
日
分
か
の
討
議
を
大
量
に
加
え
た
、

よ
り
知
ら
れ
た
印
刷
版
と
実
質
的
に
異
な
る
と
い
う
こ
と

も
、
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
部
が
ク
ラ

l
ク
自
身
の
手
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
王
政
復
古
後
に
、
同
時
代
の
大
筋
の

メ
モ
か
速
記
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
は
、
裁
判
の
完
全
な
清
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

五
人
の
王
党
派

指
導
者
、

ハ
ミ
ル
ト
ン
公
ジ
ェ

l
ム
ズ
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
爵
位
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
伯
と
し
て
の
彼
の
資
格
で
)
、

ホ
ラ
ン
ド
伯
ヘ
ン
リ

ー
・
リ
ッ
チ
、

ノ
リ
ッ
ジ
伯
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゴ

1
リ
ン
グ
、

サ
1
サ
1
・
カ
ペ
ル
卿
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ウ
エ
ン
卿
、

か
ら
成
る
第
二
最
高
法
廷
に

よ
る
も
の
で
あ
る

(
2
/日
巻
、
手
書
き
文
書

HKM門
)
。
こ
こ
で
も
、

一
番
最
後
に
、

ハ
ミ
ル
ト
ン
が
斬
首
台
で
し
た
ひ
と
り
よ
が
り
の
演
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説
を
除
け
ば
、
す
べ
て
ク
ラ

1
ク
自
身
の
手
で
書
か
れ
て
い
る
。

筆
者
生
と
し
て
ク
ラ

1
ク
は
、

一
つ
の
非
常
に
特
徴
的
な
、
し
か
し
、
容
易
に
理
解
で
き
る
習
性
を
持
っ
て
い
た
。
時
々
、
あ
る
巻
な
い

260 

し
文
書
の
大
部
分
が
彼
の
手
で
始
め
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
他
の
人
々
に
よ
っ
て
終
え
ら
れ
て
い
る
(
例
え
ば
、

1
/
1
巻
、
手
書
き
文
書
出
〈
、

す
な
わ
ち
、

一
六
四

O
年
一
一
月
三
日
の
庶
民
院
議
事
録
の
部
分
の
草
稿
、
二
つ
折
版
、
奇
数
頁
の
み
)
。

し
か
し
、
も
っ
と
多
く
あ
る
の

は
、
彼
が
写
す
か
書
き
始
め
て
、
間
も
な
く
別
の
人
、
多
分
、
副
書
記
な
い
し
筆
者
生
、

に
渡
し
て
し
ま
う
ケ
!
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク

ラ
1
ク
は
、
時
々
、
自
分
自
身
の
手
で
、

そ
の
一
番
下
の
と
こ
ろ
に
、
元
々
の
も
の
の
日
付
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
(
個
々
の
も
の
の
真
中

な
い
し
途
中
で
書
き
手
が
変
わ
る
例
は
、

2
/
3
巻、

2
/
4
、
4
/
1
、
ウ

1
ス
タ

1
手
書
き
文
書
凶
口
、
(
V
M

円
、
何
日
間
同
)
。

一
つ
の
場

合
、
小
さ
な
巻
全
部
が
他
の
人
々
の
手
に
な
り
、
例
外
は
、
前
扉
内
側
に
向
か
い
合
う
ク
ラ
1
ク
の
速
記
一
行
の
み
で
あ
る

(
1
/
2
巻、

手
書
き
写
本
同
〈
。
こ
れ
は
1
/
1
、
出
〈
の
継
続
で
、

一
六
四
一
年
の
、
議
会
に
お
け
る
ス
ト
ラ
フ
ォ
ー
ド
伯
に
対
す
る
訴
訟
手
続
で
あ

る
)
。
明
ら
か
に
ク
ラ

i
ク
は
、
軍
討
論
の
、
彼
自
身
の
速
記
か
非
常
に
雑
な
メ
モ
を
書
き
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
彼
が
そ

れ
ら
を
声
に
出
し
て
読
み
、
書
き
取
ら
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
他
に
だ
れ
も
書
き
写
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
|
|
読
ん
で
書
き

取
ら
せ
る
や
り
方
は
、

一
連
の
過
程
で
、
退
屈
で
誤
り
を
生
み
出
し
ゃ
す
い
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
も
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、

ク
ラ

l
ク
は
こ

の
写
し
を
、
自
分
の
公
務
の
一
部
と
し
て
や
っ
た
の
で
は
な
く
、
主
要
な
国
家
裁
判
の
記
録
を
写
す
こ
と
と
同
じ
く
、
彼
自
身
の
興
味
と
、

多
分
、
後
世
の
読
者
の
た
め
に
や
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、

そ
れ
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
軍
の
公
的

記
録
文
書
に
で
は
な
く
、
彼
の
個
人
的
な
記
録
保
管
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
ク
ラ
!
ク
が
単
に
同
時
代
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

ニ
ュ
ー
ス
本

(543σgE)
の
熱
心
な
読
者
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
の
貧
欲
な
収
集
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
関
係
づ
け
ら

れ
る
。
実
際
、
ウ

1
ス
タ

1
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
大
き
な
、
今
で
は
も
っ
と
有
名
な
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン

l
l
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
匝
の
莫
大
な
寄
付
の
お
蔭
で
、
現
在
は
大
英
図
書
館
の
参
考
文
献
部
門
に
納
め
ら
れ
て
い
る
ー
ー
に
な
い

も
の
が
い
ろ
い
ろ
と
入
っ
て
い
る
。
ク
ラ
!
ク
が
、
軍
総
司
令
部
に
き
た
あ
ら
ゆ
る
ト
ラ
ク
ト
、
新
聞
紙
を
一
部
取
っ
て
お
こ
う
と
し
た
か



ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
基
準
が
あ
っ
て
、
自
分
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
買
い
求
め
て
い
た
か
ど
う
か
、

は
明
確
で
は
な
い
。

彼
の
手
書
き
文
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
戻
る
と
、
内
戦
以
前
に
は
、
常
設
の
軍
事
行
政
部
あ
る
い
は
秘
書
部
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、

一
六
四
五
年
の
ニ
ュ
!
・
モ
デ
ル
軍
の
創
設
以
前
に
は
、
中
央
の
軍
秘
書
が
い
た
証
拠
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
従
っ
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
ワ

ー
ス
、
ク
ラ
!
ク
、

お
よ
び
彼
ら
の
同
僚
た
ち
に
は
、
書
類
を
書
き
提
出
す
る
た
め
の
先
例
が
な
く
、
彼
ら
が
従
う
べ
き
記
録
記
入
の
モ
デ

ル
が
な
か
っ
た
。
実
際
彼
ら
は
、
彼
ら
自
身
の
シ
ス
テ
ム
を
即
席
に
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
何
も
な
か
っ
た
。
も
し
、

ク
ラ
1
ク
は
以
前
ラ
ッ
シ
ュ
ワ

l
ス
の
下
で
議
会
事
務
局
に
属
し
て
い
た
と
い
う
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、

そ
れ
が
、
文
書
の
提

そ
の
場
合
、

出
と
保
管
の
点
で
一
番
近
い
先
例
を
提
供
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
も
う
一
つ
の
制
度
に
か
か
わ
る
特
徴
で
、

そ
れ
が
あ
っ
た
お
か

げ
で
議
会
の
、
す
な
わ
ち
、
当
時
の
共
和
国
の
、
軍
に
か
か
わ
る
多
く
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
国
事
記
録
(
吾

σ
K
F
2
2ロ
官
。
ご
宮

百
口
問
品
。
B
)
委
員
会
と
、

そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
後
継
部
門
お
よ
び
関
連
部
門
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
保
管
さ
れ
た
の
が
、
多
く
の
記
録
、
数
え

「
共
和
国
財
務
府
文
書
」

(
n
o
B
B。
口
当

g-F

き
れ
ぬ
命
令
書
、
更
に
は
少
数
の
召
集
名
簿
な
ど
で
あ
る
l
l
そ
れ
ら
は
誤
っ
た
タ
イ
ト
ル

シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン

何
一
関
与

2
5ブ勺
8
2
ω
)
の
下
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
幾
つ
か
の
地
方
民
間
委
員
会
ー
ー
ー
大
抵
は
王
党
派
に
対
す
る
罰
則
課
税
を

そ
の
活
動
記
録
を
[
国
事
〕
記
録
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
ー
ー
を
除
け
ば
、
ク
ラ

l
ク
の
保
管
文
書
に

取
り
扱
い
、

匹
敵
す
る
、
財
政
以
外
の
性
格
を
持
つ
も
の
は
、

一
六
五

O
年
以
降
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
軍
に
、
あ
る
い
は
一
六
四
九
年
以
降
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
軍
に
、
事
実
上
何
も
存
在
し
な
い
。
更
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
司
令
官
た
ち
、
と
り
わ
け
マ
ン
ク
、
と
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
副
官
た

ち
は
、

そ
の
地
の
軍
か
ら
自
分
た
ち
の
記
録
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
大
幅
に
無
視
し
た
の
で
、

一
六
五
二
l
e
a
s
t

五
九
年
の
ク
ラ

!
ク
の
文
書
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
軍
の
財
政
に
つ
い
て
の
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
軍
の
財
政
記
録
が
残
つ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
国
務
書
類
(
吾
。
∞
S
Z
司

8
2
ω
w
∞
足
∞
そ
の
他
)
か
、
国
立
公
文
書
館
の
財
務
府
記
録
(
湾
ユ

g
k
r
o
Y
E
S
-

開

ω日
一
円
)

ク
ラ

1
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ど
の
文
書
の
実
際
の
形
態
で
あ
れ
、

そ
れ
が
議
会
の
記
録
保
管
技
術
(
号
室
間
宮
B
S
'

に
あ
る
。

岳
山
之
、
す
な
わ
ち
記
録
の
残
し
方
に
直
接
影
響
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
、

(
当
編
集
者
に
は
そ
れ
に

か
な
り
専
門
技
術
的
な
問
題
で
あ
る

ウィリアム・クラ←ク卿手書き文書への手引き261 



答
え
る
用
意
が
な
い
て
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
全
部
を
速
記
と
大
ま
か
な
メ
モ
で
記
録
し
、

そ
れ
か
ら
第
一
草
稿
を
作

成
、
次
に
後
で
き
ち
ん
と
し
た
文
書
に
す
る
、

と
い
う
や
り
方
で
す
る
。

ク
ラ

1
ク
が
文
書
に
日
付
を
付
す
と
き
下
部
の
代
わ
り
に
上
部

262 

に
、
も
し
く
は
下
部
と
上
部
の
両
方
に
す
る
習
慣
は
、
当
時
の
他
の
中
央
政
府
の
記
録
(
例
え
ば
、
国
内
外
に
関
す
る
国
事
文
書
、
あ
る
い

は
枢
密
院
の
書
類
)
よ
り
も
議
会
の
も
の
に
よ
り
近
い
。

ク
ラ
l
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、

そ
れ
ら
の
形
態
よ
り
も
は
る
か
に
興
味
深
い
。
彼
の
文
書
は
、

一
七
世
紀
中
葉
の
英
国
史
の
三

つ
の
主
要
な
領
域
な
い
し
側
面
に
対
し
、

ユ
ニ
ー
ク
で
、
膨
大
な
資
料
を
提
供
す
る
。

一、

一
六
四

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
の
全
般
的
な
政
治
的
展
開
、
特
に
、

一
六
四
七
年
|
四
九
年
、

お
よ
び
一
六
五
九
年
|
六

O
年
に
お

け
る
軍
の
政
治
的
役
割

二
、
軍
の
内
部
の
組
織
と
人
物
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
軍
の
財
政
も

一一、

一
六
五
二
年
|
六

O
年
の
強
制
的
統
一
期
間
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
軍
事
占
領
と
、

そ
こ
で
の
共
和
国
に
よ

る
支
配

一
八
九

0
年
代
に
わ
・
出
・
目
立
Y
一
九
二

0
年
代
、
三

0
年
代
に
の
孟

D.aロ
m
i
g
-
一
九
三

0
年
代
に
〉
・
∞
・
間
当

g
S
2
2
w
そ
れ
以

降
、
現
在
の
編
集
者
ロ
吋
・
回
宮
町
当
。
E
o
p
お
よ
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
未
公
刊
学
位
論
文
の
執
筆
者
た
ち
を
含
む
多
数
の
歴
史
家
た
ち
が
ク
ラ

ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
手
書
き
文
書
を
利
用
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
文
書
の
歴
史
的
価
値
と
永
続
的
な
魅
力
を
立
証
す
る
。

し
か
し
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
産
と
潜
在
的
効
用
が
利
用
し
尽
く
さ
れ
た
と
は
到
底
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
の
種
々
の
シ
リ
ー
ズ

(国内戸同・

2
z
q一司『
gω
社
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
戦
と
空
位
期
の
未
公
刊
国
事
文
書

l
I
l
V部」

で、

そ
の
多
く
が
入
手
で
き
る
)
、
大
英
図
書
館
お
よ
び
大
西
洋
両
側
(
そ
し
て
世
界
中
至
る
所
)

の
他
の
図
書
館
に
あ
る
印
刷
さ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
新
刊
本
、
ボ
ド
レ

1
図
書
館
所
蔵
の
ロ

1
リ
ン
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る

d
E
ュg
写
本
、
加
え
て
、
同
じ
時
期
の
地
方
史

の
多
種
多
様
な
資
料
、
な
ど
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
ク
ラ

1
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
将
来
の
歴
史
家
た
ち
が
、
今
日
の
人
々
も



含
む
彼
ら
の
先
駆
者
た
ち
の
仕
事
に
改
善
を
加
え
、
新
し
い
探
究
の
全
分
野
を
切
り
開
く
た
め
の
基
礎
を
提
供
す
る
。

個
人
的
な
メ
モ
、
文
通
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が
他
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
混
じ
っ
て
い
る
か
、
ぎ
り
で
、
正
式
の
行
政
上
の
記
録
、
特
に
財

政
記
録
の
無
味
乾
燥
さ
は
、
個
人
的
な
タ
ッ
チ
に
よ
り
し
ば
し
ば
緩
和
さ
れ
、
活
気
を
添
え
ら
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
お
い
て
自
分

が
と
っ
た
姿
勢
や
役
割
に
関
し
て
示
し
た
ク
ラ

l
ク
の
慎
重
さ
に
つ
い
て
本
小
論
の
中
で
既
に
言
わ
れ
た
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
本
質
的
に
は
、
単
な
る
機
械
的
な
写
字
生
兼
記
録
者
以
上
の
人
の
文
書
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、

一
人
の
知
識
人
、
更
に
は

鋭
敏
な
観
察
者
、
人
間
の
営
み
の
悲
喜
劇
を
自
覚
し
、
ま
た
歴
史
的
運
命
の
感
覚
を
備
え
た
人
、

の
精
神
と
、

ま
た
、
義
務
へ
の
献
身
と
を

反
映
す
る
。
彼
は
、
「
顔
な
き
官
僚
」
や
「
水
分
な
き
計
算
機
」

で
は
な
く
、
当
時
の
彼
の
主
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
た

め
の
秘
書
で
あ
り
、
記
録
保
管
者
な
の
で
あ
る
。

II 

エ
リ
ッ
ク
・
サ
ム
ズ
に
よ
る

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
l
ク
卿
の
速
記
」

(
原
文
二
九
!
三
四
頁
)
は
省
略

皿
.
内
容
と
照
合
表

巻
の
配
列

ウ
1
ス
タ

l
・
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
の
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
室
に
置
か
れ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

1
ク
手
書
き
文
書
の
元
々
の
諸
巻
は
、

ウィリアム・クラーク卿手書き文書への手引き263 



同
カ
レ
ッ
ジ
の
手
書
き
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
聞
に
散
財
し
、
大
き
さ
、

カ
レ
ッ
ジ
に
入
っ
た
日
付
、
棚
の
上
の
位
置
に
よ
り
、
大
ま

か
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

264 

本
版
の
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
諸
巻
は
、
歴
史
的
に
よ
り
一
貫
し
た
順
序
に
置
か
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ

l
ク
が
残
し
た
文
書
は
、
主

一」、
ー

一
六
四

O
年

1
一
六
六
四
年
の
軍
、
議
会
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
軍
の
事
情
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
巻
は
、
内
容
に

よ
り
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
。

第
1
グ
ル
ー
プ

一
六
四

O
年

1
一
六
六
四
年
の
、
軍
お
よ
び
軍
関
係
事
項
に
関
す
る
手
紙
と
文
書
(
幻
巻
)

第
2
グ
ル
ー
プ

一
六
四

O
年

1
一
六
六

O
年
の
、
軍
、
軍
の
議
会
と
の
関
係
、

お
よ
び
、

パ
ト
ニ

l
、
レ
デ
ィ
ン
グ
、

ホ
ワ
イ
ト
ホ

ー
ル
な
ど
に
お
け
る
討
論
を
含
む
、
軍
の
議
事
、
に
つ
い
て
扱
っ
た
手
紙
と
他
の
文
書
(
日
巻
)

第
3
グ
ル
ー
プ

一
六
五
二
年

1
一
六
六
五
年
の
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
軍
と
総
司
令
官
と
し
て
の
将
軍
マ
ン
ク
に
か
か
わ
る

信
書
控
え
帳
、
命
令
書
、
任
官
辞
令
、
出
入
許
可
証
の
抄
録
・
そ
の
他
の
資
料
(
ロ
巻
)

第
4
グ
ル
ー
プ

種
々
雑
多
の
も
の
。
厳
密
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
1
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
は
な
い
が
、

そ
れ
と
非
常
に

密
接
な
関
係
が
あ
る
た
め
入
れ
ら
れ
た
、
書
類
も
含
む
、
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
文
書
と
巻
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
も
、
諸
巻
は
時
系
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。



諸巻の番号

本照合表においては，諸巻にはそれぞれのグループ内で連続した番号が打たれ，各グループの番号が冒頭に付されて

いる。従って，第1グループの第1巻は 1/1，第2グループの第3巻は2/3，といった具合である。ウースター・カレッ

ジの元々の番号の打ち方に当たりたい読者の便宜のため，その番号は( )内にロ」マ数字で記されており，エディン

バラ・財務府番号も( )内に (4/3巻と 4/8巻のみ)記されている。

第 1グループ:1640年"-'1660年の，スコットランドにあった軍と軍関係事項に関する手紙と文書

マイクロフィルム・リール1

1/1 (XIV) 1640年"-'1641年の，議会資料の写し(これらの写しはウィリアム・クラークにより，あるい

は彼のために作られたとすれば それらは恐らく それらが扱っている出来事の数年後に用意

されたのだろう)。

1640年"-'1641年の，議会資料の写し。

1648年 11月"-'1649年 11月の，軍，および軍の議会との関係に関する受領した手紙，差出し

た手紙の写しとその他の文書(若干，少し後の時期のものも入っている)。

1649年 11月"-'1649/50年 I月の 軍，および軍の議会との関係に関する受領した手紙，差出

1/2 (XV) 

1/3 (XVI) 

1/4 (XVII) 

収J

間
ゅ
な
ど
脚
U
円
相
一
脚
川
Z盟
国

k
m
l
小
、

4
ト
ヘ
戸
ヤ
ひ

r
w
N
 



1/5 (LXXII) 

1/6 (XVIII) 

した手紙の写しとその他の文書，しかしイングランドにある軍にもっぱらかかわる。

1648年12月'"'"1649年夏の，各地の駐屯地における士官会議の議事録。末尾の何頁かは，個々

の駐屯地についてのメモを含む。

主に 1649年'"'"1650年だが，一つだけ 1664年の日付となっている，個々のピューリタン(牧師

とそれ以外の人たち)の間の手紙の写し，ロンドンの士官たちと各地の駐屯地の士官たちの間

の手紙と声明書の写し。

W
U
N
 

マイクロフィルム・リール2

1/7 (XIX) 1651年 5月'""'9月の，スコットランドにあった軍への手紙，軍からの手紙，そこでの議事録，

速記による記載がこの巻から始まる。本巻は，上記の時期よりも後に集められたものというよ

り，同時期の手帳のようなもの。この巻の最後の頁は， 1651年8月のクロムウェルとイングラ

ンド軍本隊の帰国後，将軍ジョージ・マンクがスコットランド総司令官として活動していた時

期をカバーしている。

1651年10月'"'"12月の，スコットランドにあった軍にかかわる手紙と他の議事録の写し。本巻1/8 (XX) 

1/9 (四)

全体は， 1651年8月のクロムウェルとイングランド軍本隊の帰国後，将軍ジョージ・マンクが

スコットランド総司令官として活動していた時期をカバーしている。

1651年9月'"'"1651/2年1月に，スコットランド，ほとんどすべてはダンディー，で聞かれた

軍事法廷の記録。他のそのような審理についてのメモが，シリーズの他の諸巻に時系列の場所

にある(例えば，巻1/7，1651年5月には，元レベラーのエドワード・セクスビーについての



1/10 (XXII) 

1/11 (XXIII) 

もの)。

1651/2年1月'"1652年7月の，スコットランド内での手紙。これは，将軍マンクが無期限の

病気休暇で、去ったあと，初めは，少将同士のジョン・ランパートとリチヤ」ド・ディーンが共

同で，その後ディーンが単独で，スコットランドにおける総司令官として活動していた期間を

カバーしている。 C.H.フアースによれば，速記による記載は，スコットランドに連合を押し

つけるために派遣されたイングランド議会特命委員たちの議事録である。速記でない内容の一

部は，確かに，特命委員たちの活動に関するものである。

イングランド軍を維持する助けとしてスコットランドで徴収された財産への直接税の査定額に

関するメモ。本巻は 1652年だけカバーする。同じような資料は巻3/5に見いだされる。

マイクロフィルム・リール3

1/12 (双IV) 1652年8月'"1652/3年の，スコットランドへの，またスコットランド内の，手紙と他の文書

の写し。 1653年の初め，ロパート・リルパーンがリチヤード・ディーンを継いでスコットラ

ンドにおける総司令官となった。しかしリルパーンは，少将への昇進に反対が出て大佐どまり

で，ディーンと同じほどの公式の権威はなかった。

1653年3月'"1653年12月の，スコットランドへの，またスコットランド内の手紙の写し。1/13 (XXV) 

1/14 (ロVI) 1652/4年'"1654年 12月の，スコットランドへの，またスコットランド内の，手紙の写し。

1654年4月にマンクは，総司令官，正規の大将として復帰した。

1/15 (XXVII) 1654/年1月'"1656/7年2月の，スコットランドへの，また，スコットランド内の，手紙の

約
一
町
時
な
ど
帥
U
円
札
制
柳
川

E自
国

k
m
l
小
、

d
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へ
-
ャ
ひ

十、
¥O 
N 



写し。
∞m
w
N
 

マイクロフィルム・リール4

1/16 (立VIII) 1655/6年3月'"'-'1656/7年2月の，スコットランドへの，また，スコットランド内の，手紙の

写し。

1/17 (XXIX) 1656/7年3月'"'-'1657年 12月の，スコットランドへの，また，スコットランド内の，手紙の

写し。

1/18 (XXX) 1657/8年 1月'"'-'1658年 12月の，スコットランドへの，また，スコットランド内の，手紙の

写し。

マイクロフィルム・リール5

1/19 (双1) 1658/9年 1月'"'-'1659年9月のスコットランドへの，また，スコットランド内の，手紙の写し。

特に，マンクへのものと，マンクからのもの。

1/20 (X双 11) 1659年 10月'"'-'1659/60年2月の，マンクへの，またマンクからの手紙と書類の写し。これら

の文書の性格は， 1659年夏にマンクが全国的な政治にかかわるようになったことと，その年

の10月，イングランドにいる軍の司令官たちと決裂したことを反映している。 1659年冬マン

クがイングランドに向けて離れた後は，スコットランド問題にかかわる内容はほとんどない。



マイクロフィルム・リール6

1/21 (XXVIII) 1659/60年3月""'1664年6月の，スコットランドへの，またスコットランド内の，手紙の写し，

および，議会資料の写し。

1/22 (双VII) 1653年の，フランス旅行についての， ヨアヒム・へイン OoachimHane)の日誌

第2グループ:1640年""'1660年の，軍，軍の議会との関係，および，パトニー，レディング，ホワイトホールにお

ける討論を含む，軍の議事録，について扱った手紙と他の文書

2/1 (C氾)

2/2 (CXXII) 

1640年""'1641年の議会資料。主として，演説の写し。

1640年""'1641年の議会資料。

マイクロフィルム・リール7

2/3 (:XLI) 

2/4 (CX) 

1646年""'1647年の 軍と軍の議会との関係にかかわる手紙と他の書類の写し。

1647年""'1647/8年の，軍と軍の議会との関係にかかわる手紙と他の書類の写し。

マイクロフィルム・リール8

2/5 (C刃V)

2/6 (広VI)

1648年""'1648/9年の，軍と軍の議会との関係にかかわる手紙と他の書類の写し。

1647年8月""'11月の，将官委員会の議事録。 トマス・フェアファクス卿は，この将官会議に

収』

町
時
な
ど
脚
M
門
初
軸
川

Z四
割

k
m
l
小
、

4
ト
ヘ
-
T
ひ

h
r
w
N
 



2/7 (ロV)

2/8 (:XLII) 

2/9 (ほIX)

任命ないし推薦権を委任していたように見える。

1647年 10月""'11月の，軍総評議会とその諸委員会の議事録。後ろの方から，ホワイトホール

とレディングにおける討論を含む， 1648年 12月""'1649年3月，および1647年7月の，士官の

総評議会議事録。

1648年9月""'11月の，ワイト島，ニューポート交渉にかかわる議事録

1648年""'1649年の トマス・フェアファックス卿の命令書帳。これらは，巻3/7""'3/11まで

(以下)の中にある命令書，任官辞令，出入許可書の抄録に類似している。

o
h
h
N
 

マイクロフィルム・リール9

2/10 (l}C() 1648/9年2月""'3月の，高等法院 (theHigh Court of Justice)の議事録。王党派のジェーム

ズ・アール(ケンブリッジ)，ジョージ・ロード・ゴアリング(ノリッジ)，アーサー・カペル

卿，騎士ジョン・オウエン卿の審理。

2/11 (ほVII) 1649年の，イングランドとアイルランドにあった軍の，兵力，損害等にかかわる文書の写し。

残部議会の軍員会のためにへンリー・アイアトンが作成した〈編制>(establishment)草案，そ

して，後ろの方から，連隊により表にされ，多くの場合，請求された報酬額(fees)を示す，

1647年""'1650年の聞に交付された軍の手数料 (commissions)を含む。

マイクロフィルム・リール 10

2/12 (LIII) 1659年""'1660年の聞に交付された手数料。もっと後の時期のものがごくわずかだが入ってい



る。連隊長(大佐)と守備隊の地名により，アルファベット順に列挙されている。報酬額は記

されていない。

2/13 (ばVIII) 1660年代の雑多な文書。マンクのアイルランド総督としての立場でのものや，彼の (Master

of the Horse，英国王室の第3位の官位)の立場でのものなど。

第3グループ:1652年'"1665年の，スコットランドにあった軍と総司令官としての将軍マンクにかかわる信書控え

帳，命令書，任官辞令，出入許可書の抄録，その他の資料。

3/1 (LXJαVI) 1653年の，ロパート・リルパーンの，スコットランド総司令官としての，手紙草稿控え書。

3/2 (L) 1653/4年1月'"1655/6年2月の，初めロパート・リルバーンの，次にマンクの，信書控え帳。

マイクロフィルム・リール 11

3/3 (口 1656/7年'"1659年9月の，マンクの信書控え帳。 1655/6年2月か'"1656/7年1月をカバーす

る巻は現存しない。

1659年10月'"16δ9/60年2月の，マンクの信書控え帳。第 lグループの 1/19'" 1/21の手紙の

場合同様， 1659年， 1660年のマンク自身の動きと彼の立場の変化が，本巻の内容に反映して

3/4 (LII) 

いる。

3/5 CXLIII) 1652年'"1653年の，スコットランドにおける査定額 (Assessment)の調達，徴集に関する，

総司令官からの任官辞令，将校任命辞令など。 1654年'"1657年の，マンクによる命令書，ス
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3/6 (ILIV) 

3/7 (凶I)

コットランドの歳入，歳出表。後の方から，スコットランドにある軍の規模，費用に関する文

書。これには， 1651年 10月'"'-11月に，イングランドとスコットランドにある軍のために議会

が承認した編制と，その後の変更を含む。本巻はまた， 1652年'"'-1657年の，スコットランド

にあった軍と財政に関する他のものも含む。

1652/3年'"'-1655年の，総司令官による，スコットランドにおけるお金の問題に対する命令書。

1654年'"'-1659年の，マンクによる，スコットランドにおけるお金の問題に対する命令書の

帳簿。

N
h
h
N
 

マイクロフィルム・リール12

3/8 ()[LV) 1653年'"'-1654年の，ロパート・リルバーンとマンクによる，命令書，任官辞令，出入許可書

の抜粋。

3/9 ()[LVI) 1654年'"'-1655年の，マンクによる命令書，任官辞令，出入許可書の抜粋。

マイクロフィルム・リール13

3/10 ()[LVII) 1655年'"'-1656年の，マンクによる命令書，任官辞令，出入許可書の抜粋。

3/11 ()[LVIII) 1656年'"'-1658年の，マンクによる命令書，任官辞令，出入許可書の抜粋。

マイクロフィルム・リール14

3/12 ()[LIX) 1658年'"'-1665年の，マンクによる命令書，任官辞令，出入許可書の抜粋。前の二つのグルー



プの場合と同様，マンクが1659年夏に全国的な政治にかかわるようになってから，特に，同

年10月イングランドにいた軍の司令官たちと決別して以後，文書の性格が変わった。

第 4グループ:種々雑多のもの。厳密にはウィリアム・クラーク・コレクションの一部ではないが，それと非常に密

接な関係があるため入れられた 書類も含む 綴じられていない文書と巻。

4/1 (CLX双1)この巻数 [CLXXXI]は， 3箱の綴じられていない手紙と書類を示す。

箱 1: 3束の手紙と命令書

(a) 1647年""'1651年。これらの手紙の少なからぬものが，綴じられた巻と重複しており，こちらの方

が元々のもの，この重複はあらゆる場合に画一的ではない。例えば，ここにある 1648/9年""'1649 

年の，ニューカッスル・アポン・タインからの数通の手紙は，他のどこにも重複がない。

(b) 1657年""'1659年。これらは大部分，グループ1のロンドンからのニュースレターの元々のもので

ある。

(c) 1649年か""'1660年。この種々雑多な文書のコレクション一一一部はひどい状態である一ーは，

1649年のジョン・リルバーン裁判の一部の写しを含む。

箱2:ここに入っているのは， 1657年""'1658年のニュースレター (1639年5月の日付のニューカッスル・

アポン・タインからの一通の手紙もあるが)，短期議会についてのもの(近代に付けられたインクの

マークのしるしが付いている)，ジェームズ。治世の星室庁のケースと，多分18世紀の，わいせつな

好色文学の一部についてのメモなどである。

収J

町川

meぐ
棚
M
門
初
一
柳
川

E
思

h
m
l
小
、
.
ィ
吋
ト
ヘ
戸
ヤ
ひ

m
h
N
 



マイクロフィルム・リール 15

4/1 (続き)

箱3:ここに入っているのは，ほとんどは 1654年""1656年のニュースレターだが， 1647年""1649年のも

のが少しと，まだアイルランドにいたときの，マンクからトマス・フェアファックス卿にあてた初期

の一通の手紙もある。

寸
h
h
N

4/2 (CCX¥司I)

4/3 (CCX) 

4/4 (CCは VI)

1643年の軍への支払い額。

1627年以降の， Kenelm Digby卿の日誌と他の書類。

1647年""1651年に関するリトルコートから来たポッパム家手書き文書。綴じられていない文

書箱。

マイクロフィルム・リール 16

4/5 (CCLXVII) 1615年""1720年のリトルコートから来たクラーク手書き文書。綴じられていない文書。

4/6 (CCXIV) クラーク文書についてのフアース教授のメモを含むノート。これは，この種の数加のノートの

うちの一冊にすぎないが。この中に含まれているのは，幾つかの写しゃ，例えば，パトニー討

論で彼の共感を覚える箇所がどこかを示すコメントなどの鉛筆書きのメモである。

4/7 (Adv. MS35.5.11) 1648年/1660年の，主に，イングランド北部とスコットランドにあるイングランド軍の

人々からクラークおよびマンクにあてた手紙。 1648年の手紙は，ほとんど，スコットランド

遠征とポンテクラフト[イングランド・ウエストヨークシャーの町]攻略に関するものである。



1659年の手紙は，軍事的，政治的問題を扱い，コールドストリームにおけるマンクの声明文

の原稿を含む(エデインパラのスコットランド国立図書館にある巻)。

マイクロフィルム・リール17

4/8 (財務府MS782) 1646年""1659年，ウィリアム・クラークが務めていた種々の議会軍の諸費をつけた彼の

会計簿。項目は主として，給与，旅費，手当て，馬，その他，情報や財産への損害の保障，軍

事その他の工事費などに支払った諸雑費(この巻についての詳しい記述は，ロンドンの国立公

文書館，報告番号1816に見いだされる) (元々の巻は，バッキンガムシャーにある首相地方官

邸 (ChequersCourt)図書館にある)。

4/9 (LXXI)付録 1643年11月""1644/45年 1月の，大主教ロードの裁判の写し。恐らしこれは，クラークが

ラッシュワースの補佐をしていたとき，クラークがとったノートから写したもの。他の印刷さ

れた裁判の記述と細部で異なる。

初一町川
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